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｢気候変動に対応した港湾の施設の設計事例集｣の公表 

～平均海面水位の上昇や波高の増加等への対応を円滑化～ 

 

  

国土交通省港湾局では、近年の高波や高潮等に伴う災害の激甚化・頻発化を踏まえて、これまでに港

湾における気候変動適応策の実装に向けて、｢港湾における気候変動適応策の実装方針（令和６年３月）」

を公表するとともに、気候変動の影響を考慮した設計法の実装に向けて、港湾の施設の技術上の基準の

改正を行いました（令和６年４月）。この改正に伴い、今後の港湾の施設の設計においては、将来の気候

変動の影響を考慮した外力により設計を行う必要があります。 

この度、港湾の施設の基本施設である防波堤、岸壁、護岸を対象に、気候変動の影響を考慮した場合

の設計事例集を作成しました。本事例集を参考とすることにより、港湾の施設の設計実務が円滑に進め

られることを期待しています。 ※事例集の概要は別紙参照 

なお、今後も気候変動の影響を考慮した設計事例等を収集し、本事例集を更新していく予定です。 

 

■ ｢気候変動に対応した港湾の施設の設計事例集｣は、国土交通省ホームページ

（https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk5_000018.html）より入手可能です。 

 

 
 

国土交通省港湾局は、令和６年４月の｢港湾の施設の技術上の基準｣の改正を踏まえて、港湾施設の

設計実務の参考資料として、防波堤及び岸壁、護岸を対象とした、気候変動の影響を考慮した港湾の施

設の設計事例集をとりまとめました。 

＜問合せ先＞ 

港湾局参事官（技術監理・情報化）室 小林、村上 

代表：03-5253-8111（内線 46613、46632）、直通：03-5253-8681 



気候変動に対応した港湾の施設の設計事例集

令和６年４月の｢港湾の施設の技術上の基準｣の改正を踏まえて、港湾施設の設計実務の参考資料

として、防波堤及び岸壁、護岸を対象に、気候変動の影響を考慮した港湾の施設の設計事例集を
とりまとめました。

気候変動に対応した港湾の施設の安定性に基づく
構造・断面の検討フロー

配置の決定

構造・断面諸元の仮定

作用の評価

性能照査

構造・断面諸元の決定

設計条件の決定

＜設計事例集の概要＞
・気候変動を考慮した設計条件の設定方法や考え方等を解説
・気候変動適応策の設定方法
・気候変動を考慮した性能照査に用いる作用の組み合わせの考え方
・港湾の施設の基本施設である防波堤、岸壁、護岸を対象とした設計事例

・性能照査に用いる将来シナリオの設定方法
・性能照査に用いる作用の設定方法
・将来の作用を設定するための期間や基準年
設定の考え方

気候変動適応策の設定方法

性能照査に用いる作用の組み合わせ

気候変動を考慮した設計事例
（防波堤、岸壁、護岸）

潮位

20世紀末
1995年

（予測値の算出に用いられた
1986年～2005年の中間の年）

基準年
潮位の設定に用いた
観測期間の中間年の年

将来
変化量

将来作用
（潮位）

21世紀末
2090年

（設計共用期間末）

＜将来の作用（設計潮位）を設定するための期間の考え方のイメージ＞

・高波に対する既設防波堤の改良の事例
・嵩上げする上部工に順応的適応策を適用
した事例

・既設の護岸の嵩上げ改良の事例
・上部工を差筋により一体化した検討事例

＜今後の予定＞
・気候変動に対応した設計事例や、嵩上げや補強等に関する情報等を収集し、本事例集を更新していく。

＜防波堤の設計事例＞

＜護岸の設計事例＞

別紙


